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精華女子短期大学の教職課程について  

 

〇教員養成の目標及び当該目標の達成計画 

 

精華女子短期大学は、建学の精神と学則に則り、精華女子短期大学の幼児保育学科及

び生活科学科食物栄養専攻に教職課程を設置しており多くの教員を輩出している。 

本学の目的及び使命は、学則第１章第１条「教育基本法及び学校教育法に従い、精華

学園の設置目的である『仏教精神に基づく人格教育』を基礎としており、幼児保育学科

においては、人間形成の基盤となる乳幼児の保育に関する専門的知識技能を授け、生活

科学科においては、食物栄養専攻に関する専門的知識技能を授け、高い教養をもち、家

庭並びに社会に大いに貢献し得る情操豊かな女性の養成を目的としている。 

この目的を達成するために、各学科・専攻課程においてそれぞれの「学位授与の方針」

を定めており「学位授与の方針」の各項目は、それぞれの学科・専攻課程の教育課程を

通して得るべき態度・志向性、汎用的能力、及び知識・技能が、質的に記述され、学習

成果の量的表現はないが、間接的に学習成果に対応している。すなわち、各学科・専攻

課程の教育課程・教育プログラムは、「学位授与の方針」に則って定めた「教育課程編

成・実施の方針」に基づいて作成され、その学習成果が「学位授与の方針」を考慮して

設定した到達目標に達することをもって卒業要件としている。 

本学では、その目標達成の為に、各学科専攻会議、教務委員会、学務審議会、教授会、

自己点検評価委委員会が連携して取り組んでいる。 

 

本学において取得できる教育職員免許 

学科及び専攻 免許の種類 

幼 児 保 育 学 科 幼稚園教諭二種免許 

生 活 科 学 科 食 物 栄 養 専 攻 栄養教諭二種免許 

 

〇教員養成の目標 

幼児保育学科  

幼稚園教諭二種免許 

幼稚園教諭の教職課程の目標は、保育者としての心構えと、それに必

要な知識・技能ならびに高い教養を身に付けた幼稚園教諭を養成するこ

とである。教育者・保育者として必要な、実技を含む専門科目を重視し

た教育を行うと同時に、少人数ゼミを取り入れた豊かで幅広い教育を行

っている。特に専門的知識と実践力を強化するため、実習を重視した教

育を行い、「実習指導」や「保育・教職実践演習」という科目を設け、

教育実習の事前・事後指導の充実化を図っている。  
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生活科学科食物栄養専攻   

栄養教諭二種免許  

栄養教諭の職務である｢学校給食の管理｣｢食に関する指導｣に関する

専門的知識体系の修得をめざしている。食物アレルギーや肥満傾向等

のある児童生徒に対する個別的な相談指導では、栄養教諭としての基

礎資格 (栄養士 )に加え、栄養士養成機関で学んだ高度で専門的な栄養

学の知識を生かしたきめ細かな指導・助言を行うことができる能力を

養成し、さらに、他の教職員や家庭･地域との連携･調整が円滑に進む

ようコミュニケーションできる能力も養成する。  

 

〇教員養成に係る授業科目 

HPをご覧ください。 

 

〇担当教員及び教員の業績 

HPをご覧ください。 

 

〇教員免許状取得の状況及び教員就職状況 

 

令和５年度は卒業生に対し幼稚園教諭二種免許８５．７％、保育士資格８９．６％、

栄養士免許９８．１％の高い免許・資格取得率を維持しており、卒業後、教員として就

職する学生も輩出している。 

 

免許取得状況（過去５年間：人）         （2024年 5月 1日） 

 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

幼稚園教諭二種 116 81 101 106 66 

栄養教諭二種 12 7 10 10 14 

合計 128 88 111 116 80 

 

教員就職状況（過去５年間：人）         （2024年 5月 1日） 

 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

幼稚園教諭二種 29 20 32 36 27 

栄養教諭二種 0 0 0 0 0 

合計 29 20 32 36 27 

 

 

 



3 

 

〇教員養成に係る組織 

 

各学科専攻会議、学生支援課、教務委員会、学務審議会、教授会、自己点検評価委員会、

総務課と教職員が連携して取り組んでいる。 

 

〇教員の養成に係る教育の質の向上に係る取り組みに関すること  

 

・授業改善 授業アンケートの実施  

前期、後期の講義終了時に「授業アンケート」を実施しており、その内容を公開し

アンケート結果をもとに、それぞれの教員が授業改善を行っている。 

・全学的に教職課程の教育内容や指導の充実、質の維持・向上を図る

ため教員養成にかかる事項の検証・改善を行っている。  

・建学の精神に即して、理論と実際を統合した体系的なカリキュラム

を編成している。  

・地域の学生サポーター制度への参加促進の支援を行っている。  

・教員養成課程の内容を豊かにし、継続的に教育や保育に関わる人材

を社会に輩出していくことを目的に、教職に関する教育実践や研究

成果について、教職員研修会を開催している。  

・教職に関する教育実践や研究成果は「精華女子短期大学研究紀要」

に刊行している。  

・福岡市教育委員会、春日市教育委員会と連携して、教育現場におけ

る課題の共有や解決に向けた方策の検討を行っている。  

 

〇教職指導の状況  

    

幼児保育学科 

 

１．実習に向けた指導全般（１年前期「実習指導Ⅰ」）  

実習の心構え、実習生としての態度・心構え 

２．教育実習に向けた指導（１年後期「実習指導Ⅱ」）  

教育実習の意義、指導計画の立案、保育教材の作成、模擬保育の実践 

３．事前指導（Ⅰ）（１年後期） 

実習関係書類の確認、基本的実習態度の確認 

４．教育実習（Ⅰ）：見学・観察・参加実習（１年後期（２月）） 

実習校訪問の実施： 実習期間中に教員が実習校を訪問・指導  

５．事後指導（Ⅰ）（１年後期） 

教育実習（Ⅰ）の振返り、２年次教育実習について 
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６．直前指導（Ⅱ）（２年後期） 

  教育実習（Ⅱ）心構え、実習関連書類の確認 

７．教育実習（Ⅱ）：指導実習（２年後期（１０月）） 

実習校訪問の実施： 実習期間中に教員が実習校を訪問・指導 

８．事後指導（Ⅱ）（２年後期） 

教育実習（Ⅱ）振返り、教育実習まとめ 

 

生活科学科 食物栄養専攻 

 

１．教育実習説明会（１年前期及び後期初め）  

２．教育実習事前説明会（１年後期終了時）  

教育実習校の確認 、専門科目の指導案の作成の準備 、 履修カルテの準備  

３．事前事後学習（２年前期）  

教育実習の基本的指導 、模擬授業と指導案作成  

４．教育実習 （９月）実習校訪問の実施： 実習期間中に教員が実習校を訪問、     

教育実習後のまとめ、実習校へのお礼状  

５．教職実践演習での指導（２年後期） 

実際に学校で指導実践している教員の講話、本学卒業生で教員をしている先輩の

授業及び講話等学ぶ機会を設ける、各自の学習成果の発表を実施。 

 


